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石津川水系位置図  
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1. 石津川流域の現状  

●流域面積は78.0km2で、堺市（94％）、大阪狭山市
（1%)、和泉市（5%)に属する二級水系である。 
 
●指定区間延長は30.5㎞で、堺市中心部を貫流し、
堺市西区浜寺石津町において大阪湾に注ぐ。  

石津川水系流域図  
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堺市 

河川名 
延長 

（km） 

流域 

面積 

（km2） 

 石津川 13.0 78.0* 

  百済川 2.4 17.2* 

   百舌鳥川  1.2 7.9 

  和田川 8.4 19.1* 

   甲斐田川  2.1 4.1 

  陶器川 1.4 6.5 

  妙見川 2.0 5.0 

合 計 30.5 － 

*支川流域面積を含む 



1. 石津川流域の現状  

下田橋 

●下流部は流域の下流部は堺市の市街地の一部に属し、人口が 集中している。 

石津川流域 
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1. 石津川流域の現状  

石津川流域 

●中流部は近傍に堺市の市街地および泉北ニュータウンの市街地が存在し、若干農地も残る地域
である。 
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石津川流域 

泉北ニュータウン 

泉北ニュータウン 

 

●上流部は泉北ニュータウンとして大規模な宅地開発が進展し、農地も残る地域である。 

1. 石津川流域の現状  
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1. 石津川流域の現状（河道の状況）  
■石津川 

＜下流部＞ 

・高潮堤防が整備され、コンクリー 

  ト擁壁となっている。 ・和田川合 

  流点付近までは高水部がブロッ 

  ク積み護岸、低水部が鋼矢板 

  護岸となっている。 

・沿川には市街地が密集し、堤防 

 間際まで民家がせまっている。 

・河床材料は砂であり、河床低 

 下の傾向が見られ、一部の橋 

 梁では橋脚部の洗掘が目立っ 

 ている。 

＜中上流部＞ 

・ブロック積み護岸の単断面形状、 

 掘込み河道となっている。 

・沿川は宅地、農地が混在してお 

 り、主要地方道堺かつらぎ線が 

 併走している。 

・河床材料は砂であり、河床安 

 定のための床止めが数多く設 

 置されている。 

高潮堤防が整備され堤防際に民家がせまる 

橋脚部の洗掘が目立つ 

単断面のブロック積 

住居と農地が混在している 

床止めを設定 
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1. 石津川流域の現状（平面および横断形状）  
  ■百済川  

・ブロック積み護岸の単断面形状、掘込み河道であり、沿川 

 は堤防間際まで民家がせまっている。 

・河道は直線的で、植生は乏しい。 

■百舌鳥川  

・ブロック積み護岸の単断面形状、掘込み河道であり、 

 植生は乏しい。 
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百済川 

百済川 

百済川 

沿川は堤防間際まで民家が接近 

植生等は見られない 

横断形は5分勾配 

百舌鳥川 

百舌鳥川 

植生等は見られない 

横断形は5分勾配 
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1. 石津川流域の現状（平面および横断形状）  
  ■和田川 

・ブロック積み護岸の単断面形状、掘込み河道であり、沿川は宅地と農地が混在している。 

・一部の湾曲部の堆積土砂上に植生が繁茂しているが、河畔林等は見られない。 

■甲斐田川  

・ブロック積み護岸の単断面形状、掘込み河道であり、泉北ニュータウン光明池地区の市街地を流下
している。上面を遊歩道や公園に整備したボックス河道区間を有する。 

ブロック積の掘りみ込み河道 

ブロック積の掘りみ込み河道 

和田川 

和田川 

甲斐田川 

堆積土砂上に植生が繁茂 

和田川 横断形は1割5分勾配 
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1. 石津川流域の現状（平面および横断形状）  
  ■陶器川 

・ブロック積み護岸の単断面形状、掘込み河道であり、住・農混 

 在地域を流下している。 

 ・河道は直線的で、堆積土砂上の砂州に植生が繁茂しているが、 

 河畔林等は見られない。 

妙見川 

ブロック積の掘りみ込み河道 

妙見川 

妙見川 

比較的自然が残されている 

陶器川 

ブロック積の掘りみ込み河道 

陶器川 堆積土砂上に植性が繁茂 

堆積土砂上に植性が繁茂 

■妙見川 

・ブロック積み護岸の単断面形状、 

 掘込み河道であり、比較的農地が 

 残された地域を流下している。 

・堆積土砂上の砂州に植生が繁茂 

 してるが、河畔林等は見られない。 

9 



1. 石津川流域の現状（縦断形状）  
(TPm)
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高
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1. 石津川流域の現状（縦断形状）  

百済川現況縦断 

掘込み 築堤 
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1. 石津川流域の現状（縦断形状）  

新百済川現況縦断 

掘込み 築堤 

12 

(TPm)

距　離　(km)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

左岸堤防高 右岸堤防高 最深河床高

百舌鳥川合流

北陵南橋

百済川分派点 百済川分派点陵南橋

南陵南橋

1

左岸

右岸

1/300 



1. 石津川流域の現状（縦断形状）  

百舌鳥川現況縦断 

掘込み 築堤 
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1. 石津川流域の現状（縦断形状）  

和田川現況縦断 

掘込み 築堤 

14 

(TPm)

距　離　(km)

5.76

5.86
5.96

1

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0

左岸堤防高 右岸堤防高 最深河床高

石津川合流

小野々井橋

草部橋

堺泉北道路

阪和自動車
野々井橋(府道208)

赤坂橋(府道37)
大森橋

檜尾橋(府道

泉北高速鉄道

甲斐田川合流点

八田橋(府道208)

山口橋(府道215)

川遠橋(府道215)

左岸

右岸

下流部 

1/ 500 

下流部 

1/ 350 

上流部 

1/ 250 



1. 石津川流域の現状（縦断形状）  

甲斐田川現況縦断 
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1. 石津川流域の現状（縦断形状）  

陶器川現況縦断 
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1. 石津川流域の現状（縦断形状）  

妙見川現況縦断 
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・ 昭和27年7月および昭和28年9月の洪水を契機
として、本格的な河川改修工事に着手。 

○ 治水事業の沿革 

・ 本格的な石津川の改修工事は、 
主に和田川合流点から下流で行われ、 
10数箇所あった屈曲部をショートカット（直線
化）したり、築堤・護岸工事および橋梁の架替え
等の工事を約10年間かけて実施。 

石津川 
和田川 

妙見川 

甲斐田川 

百舌鳥川 

陶器川 

百済川 

・ 泉北ニュータウンの開発を契機に、昭和40年4
月に石津川水系の石津川、百済川、百舌鳥川、
和田川、甲斐田川、陶器川、妙見川を二級河川
に指定し、改修計画を策定。 

・ 河口部では高潮対策を実施、伊勢湾台風級
の超大型台風が大阪湾に最悪のコース 
 （室戸台風、昭和9年9月大阪湾通過経路）を
通って満潮時に来襲したことを想定した 
 高潮にも対応できる高潮堤防が完成。 

2. 治水事業の概要 
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・ 流域の大半を占める堺市において、全壊流失2戸、半壊3戸、 
 一部破損1戸、床上浸水765戸、床下浸水5,320戸の住宅被害 
 が発生。 
・ 鉄道は、国鉄（現JR）阪和線、南海本線、南海高野線、泉北高 
 速鉄道、阪堺線が浸水や河川の増水で橋梁が危険な状態にな 
 り、全線不通となる。 
・ 河川は、石津川で百済川、和田川等の支川が合流する付近 
 で護岸崩壊や溢水等の被害が発生。和田川では草部橋が落橋 
 したり、著しい河床低下により護岸が崩壊するなどの被害が発生。 

○昭和57年8月台風10号による被災状況 朝日新聞  
平成20年9月6日 

○石津川流域における主要水害 

百済川の被災状況(平成16年5月出水） 

2. 治水事業の概要（過去の水害）  
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3. 治水計画の概要（計画降雨） 
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① 計画雨量（基準点：戎橋） 
 ・24時間雨量 ：249.3mm 
 ・時間最大雨量：70.2mm 
 
  ※「大阪府の計画雨量」（平成8年3月）よ 

    り、泉北地区の鳳、横山、富田林の観測 

    所雨量より、ティーセン係数による流域 

    平均雨量を算定。 

ティーセン分割図 
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3. 治水計画の概要（計画降雨） 
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② 対象降雨波形 

・モデル降雨波形の設定 

昭和27年から平成8年のうちの主要31洪水について、降雨継続時間とピーク雨量発生時刻について整理
を行った結果、ピーク雨量発生時間の降雨継続時間に対する率が0.8となった。 

このことから、ピーク雨量発生時刻を19時間目とする。（24h×0.8＝19.2h） 

ピーク雨量発生時間に対するズレ率 
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3. 治水計画の概要（計画降雨） 
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※石津川流域の実績降雨（流域平  

 均）より、降雨継続時間（24時 

 間）に対し降り始めから8割の 

 時間帯（19時間目）にピークが 

 発生する降雨が最も多いため、 

 本モデル降雨波形を採用。 

② 対象降雨波形 

 ・モデル降雨波形 
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3. 治水計画の概要（流出解析手法） 
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③ 流出解析手法 

 当該流域の特性から以下の点を考慮できるモデル
を採用。 

・流域の土地利用形態の変化への対応 

・遊水地、放水路等の治水施設効果の評価 

   

降雨損失：f1～Rsaモデル 

斜面流出：準線形貯留型モデル 

将来の土地利用想定図 

【赤色着色】既成市街化区域 

【黄色着色】宅地化を想定 

【茶色着色】現状のままと想定 



3. 治水計画の概要（流出解析手法） 
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④流出解析手法の妥当性 

 対象洪水について、流出計算モデルによる計算
結果と実績流量値とを比較し、モデルの諸定数の
調整を行った。 
【標準値】「中小河川計画の手引き（案）」 

     （平成11年9月、中小河川計画検討会） 

■検証対象洪水の選定 

昭和51年9月、昭和57年7月、昭和57年8月の3洪水 

・本川の河道改修が行われた昭和50年以降を対象 

・潮位の影響を受けていない水位を記録している洪水
のうち、戎橋水位が3ｍ以上となる洪水を対象。 

検証計算ハイドログラフ 

検証計算による最終モデル定数 

■検証結果 

実測流出量と計算流出量の誤差率が3％以下とな
るよう、定数f1、RSAを調整し、最終定数を設定し
た。 



 1）既往計画における検討対象降雨 

○石津川水系の計画雨量の対象としている鳳、横山、富田林観測所の各確率雨量は、以下
の表のとおり。なお、各観測所のデータは「大阪府の計画雨量（平成8年3月）」による。 

※ 24h雨量は日雨量に大阪管区気象台の24h雨量と日雨量の比率を乗じて算出 
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3. 治水計画の概要（計画降雨量の検証） 

観測所名 鳳 横山 富田林 流域平均 

支配面積（km2 ） 45.4 27.7 4.9 78.0 

ﾃｨｰｾﾝ係数 0.582 0.355 0.063 1.000 

１時間雨量 68.4 71.1 81.6 70.2 

2時間雨量 92.9 96.4 95.7 94.3 

24時間雨量 253.7 250.1 204.5 249.3 

日雨量 224.2 221.0 180.7 － 



3. 治水計画の概要（計画降雨量の検証） 

【富田林観測所・日雨量180.7mm】 

（S21～H22：資料数65） 

157 204 

【横山観測所・日雨量221.0mm】 

（S25～H22：資料数60（S49欠測）） 

217 273 

【鳳観測所・日雨量224.2mm】 

（S21～H22：資料数65） 

177 238 

○平成22年までの鳳・横山・富田林（石津川流域関連観測所）の3観測所における年最大日雨量を整理。 

○3観測所における近年（平成8年～22年）の雨量データを追加して確率統計処理した結果、既往計画の
降雨量は妥当であると確認された。 

 2）降雨量の検証 

26 
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3. 治水計画の概要（基本高水流量） 

基本高水流量配分図 

主要地点ハイドログラフ 

70.2 

799 

603 

578 

377 

271 

52 

大 
阪 
湾 

新 
百 
済 
川 

百 
済 
川 

平 
岡 
大 
橋 

和 
田 
川 

陶 
器 
川 

小 
代 
橋 

妙 
見 
川 

甲斐田川 

泉 
北 
高 
速 
鉄 
道 

百舌鳥川 

95 
(92) 

45 
(44) 

270 

(263) 

130 
(122) 

55 
(52) 

80 
(74) 

50 
(49) 

250 
(249) 

200 
(197) 

170 
(165) 

280 
(271) 

380 
(377) 

600 
(578) 

600 
(603) 

800 
(799) 

130 

(122) 

単位：m3/s 
裸字：基本高水 
( )：計算値 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーションの条件）  
氾濫シミュレーション ケース 
 

ケース① 府管理区間（二級河川）のみを対象として氾濫シミュレーションを実施 

     府管理区間上流端に上流域の流量がすべて流入すると想定 

     ※ 氾濫シミュレーション結果は、１地点毎の氾濫状況の重ね合わせ 

ケース② 堺市管理区間（準用河川）を含めた氾濫シミュレーションを実施 

     堺市管理区間上流端に上流域の流量がすべて流入すると想定 

     ※ 氾濫シミュレーション結果は、１洪水による氾濫状況 
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府管理区間（二級河川） 

堺市管理区間（準用河川） 
全量が流入 

全量が流入 

ケース① 

全量が流入 

全量が流入 

ケース② 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  
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ケース① 現況河道  石津川（1/30） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  

30 

ケース① 現況河道  石津川（1/100） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  
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ケース① 現況河道  石津川（1/200） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  
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ケース① 現況河道  百済川・百舌鳥川（1/100） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  
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ケース① 現況河道  百済川・百舌鳥川（1/200） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  

34 

ケース① 現況河道  和田川（1/30） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  
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ケース① 現況河道  和田川（1/100） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  
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ケース① 現況河道  和田川（1/200） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  
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ケース① 現況河道  陶器川（1/30） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  
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ケース① 現況河道  陶器川（1/100） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース①現況河道）  

39 

ケース① 現況河道  陶器川（1/200） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  
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ケース② 現況河道  石津川（1/10） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

41 

ケース② 現況河道  石津川（1/30） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  
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ケース② 現況河道  石津川（1/100） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

43 

ケース② 現況河道  石津川（1/200） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

44 

ケース② 現況河道  百済川・百舌鳥川（1/10） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

45 

ケース② 現況河道  百済川・百舌鳥川（1/30） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

46 

ケース② 現況河道  百済川・百舌鳥川（1/100） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

47 

ケース② 現況河道  百済川・百舌鳥川（1/200） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

48 

ケース② 現況河道  和田川（1/30） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

49 

ケース② 現況河道  和田川（1/100） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  
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ケース② 現況河道  和田川（1/200） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  
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ケース② 現況河道  陶器川（1/30） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

52 

ケース② 現況河道  陶器川（1/100） 



4. 当面の治水目標の設定（氾濫シミュレーション結果：ケース②現況河道）  

53 

ケース② 現況河道  陶器川（1/200） 



4. 当面の治水目標の設定 

 ■ ケース①：府管理区間（二級区間）のみの氾濫シミュレー
ションでは、府管理区間上流端に上流域の流量がすべて流入
すると想定。 

 
 ■ ケース②：堺市管理（準用区間）を含めた氾濫シミュレー

ションでは、堺市管理区間上流端に上流域の流量がすべて流
入すると想定。 

 
 ■ ケース①とケース②の結果を比較すると、堺市管理区間の氾

濫の状況により、府管理区間での氾濫箇所・浸水範囲等が変
化することがわかる。 

 
 ■ 堺市管理区間の当面の治水対策の状況によって、府管理区間

での治水目標・対策が異なる。 

54 



4. 当面の治水目標の設定  

ケース①の結果を用いて、府管理区間の当面の治水目標を設定。 

【事業効率の比較は、仮の治水手法で検討】 
※ リスク開示においては、ケース②の結果を用いる。 

ケース②の結果を用いて、堺市管理区間の当面の治水目標（手法）
を設定。【堺市・府の協議で設定】 

堺市管理区間の治水手法（河川改修・貯留施設等）を受けて、府管
理区間の治水手法を設定。 

【設定した治水手法によって、事業効率のチェック】 

■ 当面の治水目標の設定フロー 
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現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

56 

4. 当面の治水目標の設定  

当面の治水目標の設定フロー  

凡例

面積(ha)

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額(百万円)

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ
大

被害なし 被害なし 被害なし

1.86ha 0.27ha
173人 6人 被害なし
32人 1人

200百万円 42百万円
16.98ha 6.90ha
1,697人 656人 被害なし
326人 127人

2,373百万円 3,081百万円
43.77ha 10.88ha
4,093人 989人 被害なし
771人 191人

小 6,499百万円 4,727百万円

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

　　壊滅的な被害
　（浸水深3.0m以上）
　（家屋流出指数
　　　2.5m3/s2以上）

小 大
（被害の程度）

90ミリ程度
（1/200）

65ミリ程度
（1/30）

80ミリ程度
（1/100）

50ミリ
（1/10程度）

（
発
生
頻
度

）

現況河道（石津川）・・・時間雨量50mmでは被害が発生しない。 

            時間雨量65mm・80mmの降雨で危険度Ⅱの被害が発生する。 

※ 被害額等は、被害最大となる１洪水による被害から算出 



 

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する
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4. 当面の治水目標の設定  

当面の治水目標の設定フロー  

凡例

面積(ha)

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額(百万円)

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ
大

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

2.39ha 0.27ha
109人 4人 被害なし
18人 1人

160百万円 19百万円
4.24ha 1.33ha
282人 81人 被害なし
49人 13人

小 419百万円 425百万円

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

　　壊滅的な被害
　（浸水深3.0m以上）
　（家屋流出指数
　　　2.5m3/s2以上）

小 大
（被害の程度）

90ミリ程度
（1/200）

65ミリ程度
（1/30）

80ミリ程度
（1/100）

50ミリ
（1/10程度）

（
発
生
頻
度

）

現況河道（百済川）・・・時間雨量50mm・65mmの降雨では被害が発生しない。 

            時間雨量80mmの降雨で危険度Ⅱの被害が発生する。 

※ 被害額等は、被害最大となる１洪水による被害から算出 



 

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する
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4. 当面の治水目標の設定  

当面の治水目標の設定フロー  

凡例

面積(ha)

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額(百万円)

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ
大

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

1.59ha
34人 被害なし 被害なし
20人

小 129百万円

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

　　壊滅的な被害
　（浸水深3.0m以上）
　（家屋流出指数
　　　2.5m3/s2以上）

小 大
（被害の程度）

90ミリ程度
（1/200）

65ミリ程度
（1/30）

80ミリ程度
（1/100）

50ミリ
（1/10程度）

（
発
生
頻
度

）

現況河道（百舌鳥川）・・・時間雨量50mm・65mm・80mmの降雨で被害が発生しない。 

当面の治水目標を現状維持とする。 

※ 被害額等は、被害最大となる１洪水による被害から算出 



 

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する
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4. 当面の治水目標の設定  

当面の治水目標の設定フロー  

凡例

面積(ha)

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額(百万円)

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ
大

被害なし 被害なし 被害なし

0.53ha 0.53ha
6人 12人 被害なし
1人 2人

9百万円 66百万円
2.65ha 2.65ha
15人 29人 被害なし
3人 7人

44百万円 268百万円
3.45ha 4.51ha
144人 42人 被害なし
19人 9人

小 143百万円 455百万円

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

　　壊滅的な被害
　（浸水深3.0m以上）
　（家屋流出指数
　　　2.5m3/s2以上）

小 大
（被害の程度）

90ミリ程度
（1/200）

65ミリ程度
（1/30）

80ミリ程度
（1/100）

50ミリ
（1/10程度）

（
発
生
頻
度

）

現況河道（和田川）・・・時間雨量50mmの降雨では被害が発生しない。 

            時間雨量65mm・80mmの降雨で危険度Ⅱの被害が発生する。 

※ 被害額等は、被害最大となる１洪水による被害から算出 



 

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する
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4. 当面の治水目標の設定  

当面の治水目標の設定フロー  

凡例

面積(ha)

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額(百万円)

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ
大

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

小

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

　　壊滅的な被害
　（浸水深3.0m以上）
　（家屋流出指数
　　　2.5m3/s2以上）

小 大
（被害の程度）

90ミリ程度
（1/200）

50ミリ
（1/10程度）

65ミリ程度
（1/30）

80ミリ程度
（1/100）

（
発
生
頻
度

）

現況河道（甲斐田川）・・・時間雨量50mm・65mm・80mm・90mmの降雨で被害が発生しない。 

当面の治水目標を現状維持とする。 

※ 被害額等は、被害最大となる１洪水による被害から算出 



 

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する
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4. 当面の治水目標の設定  

当面の治水目標の設定フロー  

凡例

面積(ha)

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額(百万円)

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ
大

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

0.80ha
6人 被害なし 被害なし
0人

9百万円
0.80ha
6人 被害なし 被害なし
0人

小 9百万円

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

　　壊滅的な被害
　（浸水深3.0m以上）
　（家屋流出指数
　　　2.5m3/s2以上）

小 大
（被害の程度）

90ミリ程度
（1/200）

65ミリ程度
（1/30）

80ミリ程度
（1/100）

50ミリ
（1/10程度）

（
発
生
頻
度

）

現況河道（陶器川）・・・時間雨量50mm・65mmの降雨では被害が発生しない。 

            時間雨量80mmの降雨で危険度Ⅰの被害が発生する。 

            （危険度Ⅱの被害は発生しない。） 

当面の治水目標を現状維持とする。 

※ 被害額等は、被害最大となる１洪水による被害から算出 



 

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する
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4. 当面の治水目標の設定  

当面の治水目標の設定フロー  

凡例

面積(ha)

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額(百万円)

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ
大

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

被害なし 被害なし 被害なし

小

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

　　壊滅的な被害
　（浸水深3.0m以上）
　（家屋流出指数
　　　2.5m3/s2以上）

小 大
（被害の程度）

90ミリ程度
（1/200）

50ミリ
（1/10程度）

65ミリ程度
（1/30）

80ミリ程度
（1/100）

（
発
生
頻
度

）

現況河道（妙見川）・・・時間雨量50mm・65mm・80mm・90mmの降雨で被害が発生しない。 

当面の治水目標を現状維持とする。 

※ 被害額等は、被害最大となる１洪水による被害から算出 



石津川本川・支川（二級河川）では、時間雨量50mmでは被害が発生しない。 

 

 石津川 ・・・時間雨量65mm程度・80mm程度の降雨で危険度Ⅱの被害が発生する。 

  ⇒ 当面の治水目標の設定（時間雨量65mm or 80mm） 

 百済川 ・・・時間雨量65mm程度の降雨では被害が発生しない。 

        時間雨量80mm程度の降雨で危険度Ⅱの被害が発生する。 

  ⇒ 当面の治水目標の設定（時間雨量65mm or 80mm） 

 百舌鳥川・・・時間雨量65mm程度・80mm程度程度の降雨で被害が発生しない。 ⇒ 現状維持 

 和田川 ・・・時間雨量65mm程度・80mm程度の降雨で危険度Ⅱの被害が発生する。 

  ⇒ 当面の治水目標の設定（時間雨量65mm or 80mm） 

 甲斐田川・・・時間雨量65mm程度・80mm程度・90mm程度の降雨で被害が発生しない。 ⇒ 現状維持 

 陶器川 ・・・時間雨量65mm程度の降雨では被害が発生しない。時間雨量80mm程度の降雨で 

        危険度Ⅰの被害が発生する。（危険度Ⅱの被害は発生しない。） ⇒ 現状維持 

 妙見川 ・・・時間雨量65mm程度・80mm程度・90mm程度の降雨で被害が発生しない。 ⇒ 現状維持 
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4. 当面の治水目標の設定  

■ 現況河道における被害状況のまとめ 


